
我
が
国
に
株
式
利
回
り
革
命
説
が
当
初
一
部
の
人
々
の
口
か
ら
唱
え
ら
れ
た
の
は
確
か
昭
和
三
十
年
後
半
で
あ
り
、
昭
和
三
十
四
年

頃
か
ら
愈
々
一
般
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
初
め
の
う
ち
は
そ
れ
を
否
定
す
る
人
も
あ
っ
て
、
肯
定
、
否
定
の
議
論
が
闘
わ
さ
れ
た
が
、

い
つ
の
間
に
か
下
火
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
ど
う
や
ら
否
定
論
が
引
下
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、

い
ま
頃
に
な
っ
て
、
そ
の
説
を
取
上
げ
て
批
判
す
る
の
は
、
時
機
お
く
れ
の
感
が
し
な
い
で
も
な
く
、
多
く
の
人
は
そ
う
思
う
で
あ
ろ

う
。
併
し
私
は
決
し
て
そ
う
は
思
わ
な
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
の
正
当
な
判
定
を
な
し
た
も
の
は
余
り
見
当
ら

ず
、
ま
た
そ
の
正
当
な
批
判
は
、
相
当
な
歳
月
を
経
過
し
た
後
に
始
め
て
よ
く
な
さ
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
。
で
、
こ
こ
に
そ
の
本
格
的

な
批
判
を
な
そ
う
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
順
序
と
し
て
、
そ
の
説
を
起
し
た
と
み
ら
れ
る
我
が
国
株
式
の
利
回
り
状
態
と
、
公
社
債
、

特
に
社
債
の
利
回
り
状
態
の
推
移
を
掲
げ
、
次
い
で
所
謂
株
式
利
回
り
革
命
説
の
主
張
を
要
説
す
る
こ
と
と
す
る
。

先
ず
東
京
証
券
取
引
所
第
一
部
上
場
銘
柄
の
期
別
平
均
利
回
り
と
公
社
債
期
別
平
均
利
回
り
を
み
る
に
（
野
村
総
合
研
究
所
証
券

調
査
部
編
「
証
券
統
計
要
覧
」
昭
和
四
十
年
版
よ
り
作
成
）

株
式
利
回
り
革
命
説
批
判
（
今
西
）

利
回
り
革
命
説
の
言
い
分

株

式

利

回

り

革

命

説

批

判

今

西

庄

次

郎
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九
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八
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六

七
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四
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九
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ニ
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二
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上
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％

平
均
株
価

平
均
配
当
率

株

式

平
均
利
回
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％
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彼
等
は
云
う
、

II 昭
和
三
九
年
上

わ
さ
ん
と
し
て
い
る
所
に
特
色
が
あ
る
。

株
式
利
回
り
革
命
説
批
判
（
今
西
）

” // ” ” 

下

昭
和
三
八
年
上

―
二
七
・
八
二

1
0
三
•
四
九

六
•
O
八

―
―
六
・
ニ
八

下

四
・
九

一
六
七
・
ニ
八

下

一
六
0
•
四
八

四

•
O

昭
和
三
七
年
上

一
七
四
・
三
六

一
・
七
六

下

昭
和
三
六
年
上

昭
和
三
五
年
上

一
五
八
・
一
五

ニ
八
0
•
三
七

一
八
ニ
・
ニ
七

一
三
・
ニ
六

七
・
ニ
三
六

下

一
八
ニ
・
九
六

一
三
・
四
九

一
三
・
三
五： 一

三
•
1
0

―
ニ
・
七
七

―
ニ
・
五
三

―
ニ
・
五
五

―
ニ
・
四
八

―
ニ
・
五
四

四
・
ニ
七

ニ
・
九
二

三
・
七

0

三
・
七
五

五
•
三
八

一
体
投
資
者
は
成
る
べ
く
多
く
の
対
価
を
得
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

七
•
四
三
一

七
・
三
五
四

七
・
三
五
四

七
・
三
五
四

七
・
三
五
四

七
・
三
五
四

七
・
三
五
四

七
・
九

0
四

七
・
九
一
〇

七
・
八

0
八

七
•
五
0
五

七
•
四
七
一

七
•
四
八
四

七
•
四
九
〇

七
•
四
七
九

七
•
四
八
七

七
•
四
七
九

さ
て
、
株
式
利
回
り
革
命
説
の
言
い
分
で
あ
る
が
、
勿
綸
、
正
面
的
に
は
、
従
来
伝
統
的
に
株
式
利
回
り
は
公
社
債
利
回
り
（
更
に

は
定
期
性
預
金
の
利
回
り
）
よ
り
も
高
か
っ
た
が
、
今
や
一
転
し
て
逆
に
低
く
な
る
に
至
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
併
し
利
回
り
革
命

説
は
単
に
そ
の
よ
う
に
事
実
を
指
摘
す
る
だ
け
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
何
故
そ
う
な
っ
た
か
の
原
因
に
触
れ
、
当
否
の
意
見
を
表

つ
ま
り
諭
者
は
利
回
り
革
命
は
当
然
で
あ
り
、
不
合
理
で
は
な
い
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
株
式
投
資
に
つ
い
て
も
何
等
変
わ

り
は
な
い
。
従
っ
て
、
公
社
債
投
資
や
定
期
性
預
金
投
資
よ
り
も
対
価
に
不
確
実
性
が
あ
り
、
所
謂
危
険
性
が
多
い
株
式
投
資
の
対
価

が
後
者
ら
の
そ
れ
よ
り
少
く
て
済
む
と
い
う
こ
と
は
、
妙
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
そ
れ
は
絶
対
的
と
は
云
え
な
い
の
で
あ
り
、

特
に
株
式
投
資
に
利
益
配
当
以
外
に
収
益
が
あ
れ
ば
、
配
当
に
よ
る
利
回
り
は
公
社
債
利
回
り
等
よ
り
低
く
て
も
差
支
え
な
し
と
さ
れ

-
•
六
七

七
・
七

0
六

七
・
六
八
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株
式
利
回
り
は
牽
も
革
命
せ
ず
と
の
批
判

論
旨
は
殆
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

株
式
利
回
り
革
命
説
批
判
（
今
西
）

一っ

る
の
だ
。
そ
し
て
我
が
国
に
も
そ
う
い
う
時
代
が
来
た
の
で
あ
る
。
昭
和
三
十
年
、
我
が
経
済
は
、
国
際
貿
易
の
好
転
、
米
の
大
収
穫

等
に
支
え
ら
れ
、
朝
鮮
事
変
後
の
反
動
不
況
か
ら
立
直
り
の
兆
を
み
せ
、
昭
和
三
十
一
年
後
半
か
ら
三
十
四
年
初
に
か
け
一
時
は
後
退

し
た
が
、
三
十
四
年
か
ら
再
び
発
展
の
軌
道
に
乗
り
、
殊
に
池
田
内
閣
が
成
立
し
高
度
成
長
政
策
を
と
る
や
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
亘
り

事
業
会
社
は
高
収
益
と
な
り
、
相
次
い
で
増
資
拡
張
を
行
な
う
情
勢
と
な
っ
た
。
こ
の
推
移
は
大
方
周
知
の
と
こ
ろ
と
思
う
が
、
我
が

国
の
事
業
会
社
は
そ
れ
ら
の
増
資
に
当
り
殆
ん
ど
株
主
額
面
割
当
制
を
と
り
、
更
に
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
期
に
つ
く
っ
た
再
評
価
積
立
金

を
一
部
分
抱
合
わ
す
や
り
方
を
と
っ
た
。
こ
の
た
め
増
資
毎
に
株
式
に
は
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
が
与
え
ら
れ
、
株
式
投
資
者
と
し
て
は
配
当

の
ほ
か
に
こ
の
所
得
を
も
も
ち
得
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
増
資
は
毎
年
必
ず
行
な
わ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
国
民
経

済
が
成
長
を
続
け
る
限
り
企
業
の
増
資
は
必
然
的
で
あ
り
、
株
式
の
増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
は
十
分
に
期
待
さ
れ
て
よ
い
。
何
れ
に
し
て

も
、
株
式
が
謂
わ
ば
生
き
物

a
Liviing Thing
と
な
り
、
プ
レ
ミ
ヤ
ム
所
得
を
齋
す
に
至
っ
た
以
上
、
そ
の
投
資
に
当
っ
て
は
、
従

来
の
如
く
配
当
だ
け
を
考
え
る
必
要
は
な
く
、
配
当
利
回
り
は
低
く
て
も
峯
も
不
合
理
で
な
い
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

以
上
は
株
式
利
回
り
革
命
論
者
の
そ
の
革
命
が
不
合
理
で
な
い
と
す
る
論
の
大
要
で
あ
る
。
革
命
論
者
に
よ
っ
て
言
い
回
し
は
必
ず

し
も
同
じ
で
な
い
が
（
尚
、
一
部
の
論
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ツ
等
に
於
け
る
状
態
を
も
取
上
げ
、
株
式
利
回
り
の
革
命
は
世
界

的
な
傾
向
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
併
し
外
国
の
株
式
界
に
は
特
殊
な
事
情
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
我
が
国
中
心
の
問
題
と
す
る
）
、

冒
頭
に
も
一
言
し
た
如
く
、
株
式
利
回
り
革
命
論
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
否
定
す
る
人
も
少
く
な
く
、
今
日
で
も
依
然
存
在
し
て
い

る
。
そ
の
論
拠
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
種
々
あ
る
が
、

つ
ま
ら
ぬ
も
の
を
除
き
傾
聴
に
値
す
る
も
の
と
し
て
は
、
大
体
二
つ
あ
る
。

四
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株
式
利
回
り
革
命
説
批
判
（
今
西
）

五

は
、
大
義
名
分
論
と
い
う
か
純
理
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
―
つ
は
、
革
命
論
者
の
利
回
り
論
を
衝
く
も
の
で
あ
る
。

先
ず
、
純
理
に
立
脚
す
る
否
定
説
は
、
投
資
に
対
す
る
対
価
、
収
益
は
危
険
性
の
大
小
と
投
資
上
の
苦
心
の
多
寡
に
よ
っ
て
き
ま
る
、

確
実
性
が
薄
く
危
険
性
の
大
き
い
投
資
に
つ
い
て
は
万
一
の
場
合
の
補
償
が
考
慮
さ
れ
て
比
較
的
多
い
対
価
が
至
当
と
さ
れ
、
逆
に
危

険
性
の
少
い
投
資
に
つ
い
て
は
比
較
的
少
い
対
価
が
妥
当
と
せ
ら
れ
る
、
又
、
投
資
対
象
の
選
択
や
運
用
中
の
監
視
、
注
意
な
ど
投
資

苦
心
を
多
く
要
す
る
投
資
に
は
比
較
的
多
い
対
価
が
要
請
さ
れ
、
逆
に
そ
れ
が
少
く
て
済
む
投
資
に
は
比
較
的
少
い
対
価
で
我
慢
せ
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
、
今
、
証
券
投
資
の
う
ち
株
式
投
資
と
公
社
債
投
資
と
比
較
し
た
場
合
、
前
者
に
は
配
当
の
変
化
、
株
価
の
変
動
が

あ
る
の
に
対
し
、
後
者
の
利
子
は
確
定
、
元
本
は
確
実
で
あ
り
、
株
式
投
資
の
危
険
性
が
公
社
債
投
資
よ
り
大
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
、
又
投
資
苦
心
の
点
で
も
、
株
式
投
資
は
公
社
債
投
資
に
比
ベ
一
層
努
力
を
要
し
、
こ
の
こ
と
は
定
期
性
預
金
投
資
の
全
く
他

人
任
せ
の
運
用
で
あ
る
の
に
比
べ
て
は
一
層
著
し
い
、
斯
く
て
、
事
物
の
理
、
い
ま
投
資
の
道
理
か
ら
考
え
、
元
本
を
一
定
と
し
て
、

株
式
投
資
の
対
価
、
収
益
が
定
期
性
預
金
の
対
価
は
勿
論
、
公
社
債
投
資
の
対
価
よ
り
も
小
な
る
謂
わ
れ
は
な
く
、
延
い
て
、
株
式
利

回
り
が
公
社
債
利
回
り
や
定
期
性
預
金
利
率
よ
り
小
で
あ
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
、
た
と
え
そ
の
よ
う
な
事

態
を
現
し
て
も
、
早
晩
必
ず
改
め
ら
れ
る
筈
で
あ
る
、
と
強
調
す
る
。

次
に
、
革
命
説
論
者
の
利
回
り
論
を
衝
い
て
利
回
り
革
命
を
否
定
す
る
考
え
は
斯
う
で
あ
る
。
我
が
国
の
経
済
が
所
謂
成
長
経
済
時

代
に
入
っ
て
、
殆
ん
ど
総
べ
て
の
会
社
の
株
式
に
増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
と
い
う
収
益
を
齋
す
に
至
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
プ
レ
ミ
ヤ
ム
所
得
の
ゆ
え
に
配
当
所
得
が
少
く
て
も
よ
い
と
い
う
の
も
尤
も
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
故
に
株
式
利
回
り
が
低
く
な

っ
た
と
云
い
、
又
公
社
債
利
回
り
よ
り
低
く
て
も
お
か
し
く
な
い
と
な
す
の
は
、
正
し
く
な
い
。
蓋
し
利
回
り
は
或
る
投
資
か
ら
生
ず

る
対
価
、
収
益
全
体
の
元
本
価
額
に
対
す
る
割
合
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
株
式
投
資
に
於
て
配
当
の
ほ
か
に
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
が
生
ず
る

に
至
っ
た
と
す
れ
ば
、
配
当
に
こ
の
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
を
加
算
し
て
元
本
価
額
と
比
較
す
る
こ
と
を
行
な
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
が
株
式
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株
式
利
回
り
革
命
説
批
判
（
今
西
）

利
回
り
な
の
で
あ
る
。
処
が
、
革
命
説
論
者
は
こ
の
原
理
を
忘
れ
て
お
り
、
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
を
横
に
お
き
、
依
然
と
し
て
配
当
所
得
だ

け
で
利
回
り
を
算
出
し
こ
れ
を
株
式
利
回
り
と
呼
ん
で
い
る
。
若
し
彼
等
が
そ
れ
を
知
ら
ず
し
て
呼
ん
で
い
る
と
す
れ
ば
、
正
に
彼
等
・

の
無
知
で
あ
り
、
知
っ
て
呼
ん
で
い
る
と
す
れ
ば
、
何
等
か
の
意
図
を
持
つ
も
の
と
み
る
の
外
が
な
い
。
何
れ
に
し
て
も
、
株
式
利
回

り
と
い
う
か
ら
に
は
株
式
投
資
か
ら
生
ず
る
所
得
、
収
益
を
合
わ
せ
た
も
の
の
元
本
価
額
と
の
比
較
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
が
従

来
（
特
に
戦
前
）
よ
り
も
小
と
な
っ
て
始
め
て
利
回
り
が
低
下
し
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
、
又
公
社
債
利
回
り
等
よ
り
も
小
と
な
っ
て

株
式
利
回
り
は
革
命
し
た
と
云
い
得
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
株
式
利
回
り
は
低
下
し
、
云
う
が
如
く
利
回
り
革
命
の
状
態
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
正
確
な
計
算
は
非
常
に
む
つ

か
し
い
。
正
確
に
は
、
各
会
社
に
つ
き
増
資
に
よ
っ
て
生
じ
た
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
を
平
均
年
額
に
換
算
し
、
配
当
年
額
に
加
え
、
株
価
で

除
し
て
全
体
的
な
利
回
り
を
見
出
し
、
更
に
多
数
の
会
社
に
つ
き
算
出
し
た
そ
れ
ら
の
利
回
り
を
平
均
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、

こ
れ
は
大
変
手
間
の
か
か
る
仕
事
で
、
容
易
な
業
で
な
い
。
そ
こ
で
何
か
適
当
な
代
用
と
な
る
も
の
が
あ
れ
ば
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
の
種
の
も
の
と
し
て
一
応
取
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
株
式
投
資
信
託
の
収
益
分
配
で
あ
る
。
株
式
投
資
信
託
は
株
式
投
資
の
専
門

機
関
で
あ
る
と
共
に
、
多
数
の
会
社
株
式
に
投
資
す
る
組
織
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
収
益
分
配
の
源
泉
は
運
用
株
式
か
ら
得
ら
れ
る
配

当
と
増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
を
加
え
た
も
の
が
中
心
と
な
る
。
尤
も
株
式
投
資
信
託
に
は
売
買
差
益
を
も
目
的
と
す
る
も
の
が
多
く
、
特

に
従
来
の
我
が
国
の
投
資
信
託
は
殆
ん
ど
そ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
収
益
分
配
の
源
泉
の
中
に
は
売
買
差
益
が
加
わ
り
、
収
益
分
配

が
配
当
と
増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
を
加
え
た
も
の
以
上
と
な
り
、
或
は
逆
に
売
買
損
の
た
め
加
え
た
も
の
以
下
と
な
る
の
を
免
れ
な
い
。

従
っ
て
株
式
投
資
信
託
の
収
益
分
配
の
大
い
さ
も
我
が
国
の
株
式
投
資
か
ら
得
ら
れ
る
配
当
と
増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
の
合
計
を
正
確
に

現
す
も
の
と
は
云
え
な
い
こ
と
と
な
る
。
け
れ
ど
も
簡
便
な
指
標
と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
少
し
そ
れ
を
眺
め
て
み
る
と
（
証
券
投

資
信
託
協
会
「
証
券
投
資
信
託
年
報
昭
和
三
十
九
年
版
」
ニ
ニ
頁
）

， 
/‘ 
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価
の
純
理
論
の
方
は
余
り
否
定
に
役
立
た
な
い
と
思
う
。
蓋
し
否
定
論
者
は
、
株
式
投
資
対
価
が
公
社
債
投
資
対
価
や
定
期
性
預
金
投

資
対
価
よ
り
も
大
で
あ
る
こ
と
は
絶
対
的
で
あ
り
、

償還ユニット型投資信託の総合利回り（年平均収益率）

株
式
利
回
り
革
命
説
批
判
（
今
西
）

たとえそれから外れた状態となるも一時的に止まり、早晩、原則に帰

36年償還分 37年償還分 38年償還分 39年償還分

償還ユニット数
ユニット ユニット ユニット ユニット
55 67 83 149 

利ユニ回ッりト別数

5％未満 1 

5%~8% 44 

8%t-10% 21 

10%~15% 5 46 

15%~20% 2 s 14 18 

20%~25% 5 21 17 11 

25%~30% 14 17 22 2 

30%~40% 23 16 13 5 

40%~50% 7 4 4 1 

50%~60% 3 5 

60%~70% 4 1 1 

70%~80% 2 

利（単回り平純均） 
％ ％ ％ ％ 

33. 1 30.0 28.7 12. 3 

の
論
拠
を
述
べ
た
が
、
私
は
、

七

こ
の
う
ち
証
券
投
資
対

前
段
に
我
が
株
式
利
回
り
革
命
説
を
否
定
す
る
二
つ

私
の
批
判

株
式
利
回
り
革
命
説
に
対
す
る

さ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

り
（
勿
論
定
期
性
預
金
利
率
）
よ
り
も
低
く
な
っ
た
と

は
竃
も
云
え
な
い
わ
け
で
、
株
式
利
回
り
革
命
説
な
ど

全
く
皮
相
な
見
解
で
あ
り
、
む
し
ろ
ナ
ン
セ
ン
ス
と
評

る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
株
式
利
回
り
が
公
社
債
利
回

に
近
い
大
い
さ
と
な
っ
た
こ
と
ぐ
ら
い
は
、
推
定
出
来

除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
の
表
の
平
均
利
回
り

か
ら
普
通
の
投
資
家
的
な
株
式
投
資
平
均
利
回
り
が
、

昭
和
三
十
六
年
か
ら
三
十
八
年
に
か
け
少
く
と
も
一
五

。
ハ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
三
十
九
年
で
も
一

0
パ
ー
セ
ン
ト

素
よ
り
売
買
差
益
に
基
く
と
思
わ
れ
る
大
い
さ
を
控
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株
式
利
回
り
革
命
説
批
判
（
今
西
）

る
と
い
う
が
、
我
が
国
の
所
謂
株
式
利
回
り
革
命
状
態
は
既
に
十
年
近
く
持
続
し
て
来
て
お
り
、

あ

る

。

更

に

、

一

部

の

極

端

な

論

者

は

別

と

し

、

多

く

の

革

命

説

論

者

は

、

国

民

経

済

の

成

長

状

態

を

前
提
と
し
て
説
を
な
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
要
言
す
れ
ば
、
株
式
利
回
り
革
命
説
と
い
う
も
、
株
式
利
回
り
が
大
で
あ
る
原
則
が
絶
対

に
解
消
し
た
と
な
す
も
の
で
な
く
、
成
長
経
済
の
度
合
が
緩
や
か
に
な
り
所
謂
安
定
成
長
の
時
代
と
な
れ
ば
、
利
回
り
革
命
の
状
態
は

薄
ら
ぎ
、
或
は
解
消
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
て
お
り
、
謂
わ
ば
常
道
利
回
り
の
原
則
を
相
対
的
に
認
め
て
い
る
も
の
と
も
云
わ
れ

る
の
だ
。
何
れ
に
し
て
も
、
投
資
対
価
純
理
の
論
拠
で
革
命
説
を
打
崩
す
こ
と
は
出
来
な
い
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

投
資
対
価
純
理
の
根
拠
に
比
べ
、
投
資
対
価
を
全
部
綜
合
し
た
利
回
り
を
み
て
決
す
べ
き
だ
と
い
う
否
定
説
の
今
―
つ
の
根
拠
は
、

大
い
に
一
理
が
あ
る
と
云
っ
て
よ
い
。
一
体
、
或
る
投
資
か
ら
数
種
の
対
価
が
生
ま
れ
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
価
に
つ
き
利
回
り
を

取
上
げ
る
こ
と
は
余
り
意
味
が
な
い
。
利
回
り
の
効
用
は
当
該
投
資
が
有
利
な
り
や
否
や
を
決
す
る
指
標
と
な
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
に
、

部
分
的
な
対
価
だ
け
の
利
回
り
で
は
十
分
に
そ
の
指
標
と
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
利
用
の
点
か
ら
利
回
り
は
綜
合
的
な
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
云
っ
た
の
で
あ
る
が
、
応
用
の
話
は
暫
く
措
き
、
本
質
の
点
に
於
て
も
、
利
回
り
は
綜
合
的
な
利
回

り
を
指
す
べ
き
も
の
で
（
従
っ
て
、
株
式
利
回
り
革
命
説
論
者
が
配
当
だ
け
の
利
回
り
を
単
に
株
式
利
回
り
と
な
し
て
い
る
の
は
僣
称

と
い
う
べ
き
で
あ
る
）
、
そ
れ
に
よ
っ
て
利
回
り
の
高
低
を
決
め
る
の
は
全
く
正
し
い
こ
と
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
、
株
式
利
回
り
は
綜
合
的
な
利
回
り
を
以
て
み
る
べ
し
と
い
う
主
張
は
正
し
い
と
し
て
、
株
式
利
回
り
革
命
否
定
論
者

が
単
純
に
利
益
配
当
に
増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
を
加
え
て
利
回
り
を
算
出
す
る
こ
と
に
は
大
き
い
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ね

ば
な
ら
な
い
の
だ
。

こ
こ
で
吾
々
は
も
う
一
度
投
資
利
回
り
と
い
う
も
の
の
本
質
に
つ
い
て
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
利
回
り
と
は
投
資
か
ら
生

ま
れ
る
対
価
の
元
本
価
額
に
対
す
る
割
合
で
あ
る
こ
と
は
繰
返
す
ま
で
も
な
い
と
し
て
、
大
切
な
こ
と
は
そ
れ
が
事
前
の
も
の
で
あ
る

一
面
、
考
え
て
よ
い
こ
と
は
、

一
時
の
あ
や
と
は
云
い
難
い
か
ら
で

八



，
 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
或
る
投
資
を
な
し
、

を
現
す
が
、

こ
れ
は
利
回
り
と
い
う
も
の
で
な
い
。
若
し
こ
れ
を
利
回
り
と
い
う
な
ら
ば
、
投
機
、
否
、
賭
博
に
も
利
回
り
は
存
す
る

二
万
円
と
な
っ
た
と
し
て
、

こ
と
と
な
る
。
云
う
ま
で
も
な
く
、
賭
博
を
始
め
投
機
の
効
果
は
事
が
終
っ
た
後
に
決
ま
る
。
が
、
今
或
る
賭
博
に
お
い
て
一
万
円
が

こ
れ
を
利
回
り
一

0
0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
と
呼
ぶ
で
あ
ろ
う
か
。
誰
し
も
そ
ん
な
呼
び
方
を
し
な
い
で
あ
ろ
う

し
、
そ
ん
な
呼
び
方
を
す
る
こ
と
に
同
意
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
利
回
り
は
投
資
の
み
に
成
立
し
、
然
も
事
前
の
も
の
、
つ
ま
り

投
資
す
る
前
に
十
分
に
期
待
し
得
る
、
予
め
測
り
得
る
効
果
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
株
式
利
回
り
革
命
否
定

論
者
が
自
説
を
論
証
す
る
た
め
に
挙
げ
る
、
か
の
株
式
投
資
信
託
の
実
績
利
回
り
は
（
投
資
信
託
関
係
者
は
利
回
り
と
呼
ん
で
い
る

が
）
実
は
利
回
り
で
な
く
、
延
い
て
厳
密
な
否
定
論
者
と
し
て
は
到
底
用
い
る
こ
と
は
出
来
な
い
筈
と
な
る
の
で
あ
る
。

投
資
利
回
り
が
こ
の
よ
う
に
事
前
の
も
の
た
る
べ
く
、
現
実
に
投
資
す
る
前
に
既
に
期
待
し
得
る
効
果
と
し
て
成
立
す
る
も
の
と
す

れ
ば
、
当
然
、
利
回
り
は
確
実
な
対
価
の
み
を
綜
合
し
そ
の
全
額
を
分
子
と
し
投
資
元
本
額
を
分
母
と
し
て
計
算
せ
ら
る
べ
し
と
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
事
が
株
式
投
資
の
利
回
り
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
こ
と
、
勿
論
で
あ
る
。
処
が
、
い
ま
株
式
所
得
と
し
て
は
、

利
益
配
当
は
兎
も
角
、
増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
は
事
前
の
所
得
と
し
て
十
分
確
実
性
を
も
つ
や
甚
だ
疑
問
な
の
で
あ
る
。

増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
を
規
定
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
は
先
ず
会
社
増
資
の
規
模
と
時
期
如
何
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
経
済
界
の
景
況
、
特
に

会
社
の
営
ん
で
い
る
業
界
の
景
況
と
、
会
社
の
生
産
能
率
及
び
規
模
に
よ
っ
て
大
体
見
当
が
つ
く
と
云
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
所

詮
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
或
は
、
そ
の
客
観
的
な
も
の
は
、
多
数
の
投
資
者
の
観
測
、
認
識
が
綜
合
し
た
当
該
会
社
株
式
の
市
価
を
通

じ
て
判
断
さ
れ
る
と
の
見
解
も
あ
る
が
、
会
社
経
営
当
局
の
増
資
方
針
に
よ
っ
て
大
い
に
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
殊
に
、
株
主

の
増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
所
得
は
増
資
が
株
主
額
面
割
当
て
制
（
時
価
以
下
割
当
制
で
も
よ
い
）
を
採
用
す
る
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
も
の
で

あ
る
が
、

こ
の
発
行
方
法
を
と
る
か
、
と
る
と
し
て
そ
の
程
度
如
何
は
全
く
経
営
当
局
の
決
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
結
局
、
増
資
、
決

株
式
利
回
り
革
命
説
批
判
（
今
西
）

九

そ
れ
か
ら
生
ま
れ
た
対
価
、
収
益
を
元
本
価
額
と
比
較
し
た
大
い
さ
は
一
種
の
投
資
効
果
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定
前
に
於
て
は
、
増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
は
ど
の
程
度
で
あ
る
か
は
（
極
端
に
云
う
と
生
ず
る
か
否
か
も
）
は
っ
き
り
せ
ず
、
株
主
と
し

て
獲
ら
ぬ
狸
の
皮
算
用
と
い
う
性
格
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
然
ら
ば
、
増
資
計
画
が
決
定
さ
れ
そ
れ
が
発
表
せ
ら
れ
た
後
に
於
て
は

確
実
性
を
も
つ
に
至
る
か
と
い
う
に
、

そ
う
と
も
限
ら
な
い
。
確
か
に
、
増
資
の
規
模
、
時
期
、
株
主
割
当
て
の
方
法
な
ど
は
定
ま
る

が
、
増
資
実
行
前
に
於
て
は
株
価
の
変
動
に
よ
り
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
も
始
終
変
動
す
る
と
こ
ろ
だ
。
更
に
最
も
問
題
と
な
る
の
は
、
プ
レ

ミ
ヤ
ム
益
が
一
応
算
定
出
来
る
に
至
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
年
額
を
ど
う
し
て
出
す
か
で
あ
る
。
凡
そ
所
得
の
確
実
性
と
は
そ
の
生
ま

れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
大
い
さ
が
正
確
に
算
定
出
来
る
こ
と
を
も
内
容
と
す
る
。
周
知
の
如
く
、
利
回
り
は
通

常
一
年
当
り
の
所
得
を
投
資
元
本
で
除
し
て
み
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
或
る
会
社
の
株
主
増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
が
算
出
さ
れ
た
と
し
て

も
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
一
年
分
と
し
て
取
上
げ
る
わ
け
に
ゆ
か
ず
、
何
年
か
の
分
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
の
算
定
の
尺
度
は
全

く
な
し
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
結
局
、
上
に
要
説
し
た
だ
け
で
も
、
吾
々
が
株
式
の
投
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
は
確
実
な
所
得
と
は

認
め
難
い
と
な
す
理
由
は
、
略
i
理
解
さ
れ
た
と
思
う
。

以
上
、
株
式
利
回
り
は
株
式
投
資
か
ら
生
ま
れ
る
凡
て
の
所
得
を
投
資
前
に
綜
合
し
て
み
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、

一
種
で
あ
る
増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
は
事
前
の
所
得
と
し
て
は
確
実
な
対
価
と
認
め
難
い
こ
と
が
知
ら
れ
た
と
思
う
が
、

そ
の
所
得
の

こ
の
結
果
如
何

な
る
結
論
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
、
何
人
に
も
気
付
か
れ
る
の
は
、
株
式
利
回
り
が
革
命
し
た
と
い
う
見
解
は
怪
し
い
も
の

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
又
、
反
面
、
株
式
利
回
り
革
命
説
を
否
定
す
る
見
解
も
十
分
に
立
ち
得
な
い
こ
と
も
、
気
付
か
れ
た
筈
で
あ

る
。
云
う
ま
で
も
な
く
、
綜
合
的
な
株
式
利
回
り
の
正
確
な
大
い
さ
の
算
定
の
困
難
な
こ
と
が
知
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
併
し
、

こ
れ

ら
の
事
よ
り
も
、
吾
々
が
も
っ
と
決
定
的
に
云
っ
て
よ
い
こ
と
は
、
株
式
利
回
り
は
最
早
株
式
投
資
の
指
標
と
な
ら
な
く
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
昭
和
三
十
年
以
後
の
我
が
株
式
界
に
於
て
は
、
利
回
り
は
革
命
し
た
の
で
な
く
、
投
資
判
断
に
役
立

た
な
い
も
の
と
な
っ
た
、
否
、
株
式
利
回
り
は
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
が
正
し
い
の
で
あ
る
。

株
式
利
回
り
革
命
説
批
判
（
今
西
）

1
0
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改
め
て
云
う
ま
で
も
な
く
、
成
長
経
済
期
に
会
社
株
式
に
つ
き
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
で
あ
る
。
増
資
は
平
常

株
式
利
回
り
革
命
説
批
判
（
今
西
）

注
山
拙
著
「
前
掲
書
」
―
―
―
八
ー
六
六
頁
。

所
謂
株
式
利
回
り
革
命
時
代
と
株
式
価
値

(
1
)
 

私
は
、
株
式
価
格
の
当
否
を
最
も
よ
く
批
判
し
得
る
指
標
は
そ
の
価
値
で
あ
る
と
、
長
年
に
亘
り
、
論
じ
て
来
た
。
株
式
価
格
の
中

核
、
つ
ま
り
そ
れ
を
形
成
す
る
最
も
決
定
的
な
フ
ァ
ク
タ
ー
は
そ
の
価
値
で
あ
る
と
み
る
か
ら
で
あ
る
。
私
ど
も
か
ら
み
れ
ば
、

に
用
い
ら
れ
る
、
株
式
利
回
り
や
株
価
収
益
比
率
な
ど
は
株
価
批
判
の
指
標
と
し
て
は
価
値
の
代
用
物
で
あ
り
、
大
ざ
っ
ぱ
な
批
判
で

(

2

)

 

も
よ
い
ど
す
る
と
き
に
用
い
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
処
で
、
い
ま
、
前
段
に
述
べ
た
如
く
、
我
が
国
が
所
謂
成
長
経
済
時
代
に
入
り
、
株

式
利
回
り
が
役
立
た
な
く
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
株
式
価
値
の
働
き
は
愈
々
増
す
に
至
っ
た
と
云
っ
て
よ
い
。
け
れ
ど
も
こ
の
主
張
に
対

一
部
に
、
株
式
価
値
の
価
格
批
判
物
と
し
て
の
働
き
は
、
平
常
経
済
時
に
は
よ
い
が
、
成
長
経
済
時
に
は
利
回
り
同
様
、
通

用
が
怪
し
く
な
り
は
せ
ぬ
か
の
質
問
が
起
る
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。
吾
々
と
し
て
は
こ
の
質
問
に
答
え
る
義
務
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

注
山
拙
著
「
証
券
価
値
論
」
昭
和
三
七
年
四
月

図
拙
著
「
前
掲
書
」
―
―

1
0六
ー
三
二
三
頁
。

私
の
見
る
所
に
よ
れ
ば
、
株
式
価
値
は
所
謂
成
長
経
済
期
に
も
十
分
価
格
批
判
物
と
し
て
通
用
す
る
。
素
よ
り
こ
の
問
題
の
吟
味
に

は
、
株
式
価
値
を
如
何
に
し
て
把
握
す
る
か
が
根
本
的
な
前
提
と
な
る
が
、
私
は
株
式
価
値
の
本
質
は
飽
く
ま
で
収
益
価
値
（
投
資
か

ら
得
ら
れ
る
所
得
を
所
定
の
対
価
歩
合
で
資
本
化
し
た
も
の
）
で
あ
り
、
そ
の
大
い
さ
は
適
正
配
当
（
収
益
の
企
業
実
力
に
応
じ
た
配

当
）
を
株
式
一
般
対
価
歩
合
で
資
本
化
し
て
与
え
ら
れ
る
と
な
す
。
こ
れ
ら
に
就
い
て
は
或
る
程
度
解
説
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
詳
細

(

1

)

 

は
私
の
著
害
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
既
知
と
す
る
。

し
て
は
、

四

ニ
八
六
ー
ニ
九
八
頁
。

一
般
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株
式
利
回
り
革
命
説
批
判
（
今
西
）

経
済
時
に
も
発
展
的
な
会
社
で
は
時
折
行
な
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
成
長
経
済
時
に
は
多
く
の
会
社
が
続
々
そ
れ
を
行
な
い
、

る
が
、

待
出
来
る
と
す
れ
ば
、

り
決
め
か
ね
る
の
で
あ
り
、

々
の
株
式
配
当
力
価
値
の
立
場
に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
あ
い
ま
い
な
事
態
は
殆
ん
ど
起
ら
な
い
の
で
あ
る
。

一
体
、
配
当
力
価
値
説
は
、
会
社
は
所
詮
は
適
正
配
当
に
応
ず
る
配
当
を
な
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
以
上
な
す
と
き
は
、

又
そ
の

テ
ン
ボ
が
早
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
併
し
吾
々
の
見
る
所
で
は
、
増
資
に
よ
っ
て
間
違
い
な
く
。
フ
レ
ミ
ヤ
ム
益
を
生
成
さ

す
の
は
、
適
正
配
当
以
下
の
配
当
を
堅
持
し
て
い
る
会
社
株
式
の
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
資
本
金
一
億
円
、
今
半
期
利
益
一
千
五
百
万

円
、
企
業
実
力
か
ら
み
て
利
益
の
適
正
分
配
率
六
0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
の
会
社
に
あ
り
て
は
、
適
正
配
当
率
は
ニ
―
•
六
。
ハ
ー
セ
ン
ト
と
な

こ
の
会
社
は
―
二
。
ハ
ー
セ
ン
ト
を
安
定
配
当
と
し
て
堅
持
し
て
来
た
と
す
る
。
普
通
の
採
算
方
式
で
評
価
す
れ
ば
、
株
式
対
価

歩
合
率
八
。
ハ
ー
セ
ン
ト
と
し
て
五

0
円
額
面
株
式
の
価
位
、
価
格
は
七
五
円
と
な
る
。
併
し
成
長
期
で
こ
の
会
社
も
増
資
が
相
当
に
期

こ
の
ま
ま
の
価
値
、
価
格
で
あ
り
得
な
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
配
当
額
の
ほ
か
に
プ
レ
ミ
ヤ
ム

益
の
相
当
な
年
額
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
。
仮
り
に
近
い
将
来
株
主
割
当
て
で
倍
額
増
資
（
三
カ
年
で
拡
張
は
完
成
）
す
る
と
し
た
と

き
、
適
正
配
当
率
は
年
一

O・
八
。
ハ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
が
、
収
益
の
回
復
間
近
い
の
で
増
資
後
も
年
―
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
配
当
が
堅
い

と
す
れ
ば
、
増
資
後
の
株
価
は
依
然
七
五
円
の
計
算
と
な
り
、
株
主
は
一
株
当
り
二
五
円
の
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
を
収
め
得
る
可
能
性
を
も

つ
。
け
れ
ど
も
こ
の
。
フ
レ
ミ
ヤ
ム
益
を
何
力
年
分
の
も
の
と
し
て
ど
れ
位
の
額
を
上
記
年
額
六
円
の
配
当
に
加
え
て
よ
い
か
は
は
っ
き

こ
こ
に
各
自
勝
手
な
評
価
が
行
な
わ
れ
、
市
場
的
に
も
あ
い
ま
い
な
価
格
が
成
立
せ
ん
と
す
る
。
併
し
吾

一
、
二
回

は
兎
も
角
、
長
き
に
亘
っ
て
続
け
る
な
ら
ば
忽
ち
会
社
の
弱
体
化
を
来
た
す
と
共
に
、

益
組
織
た
る
会
社
と
し
て
あ
り
得
な
い
こ
と
で
、
毎
期
の
実
際
配
当
と
の
差
額
は
必
ず
株
主
に
分
配
さ
れ
る
、
と
い
う
見
地
に
立
つ
。

一
方
そ
れ
以
下
の
配
当
も
、
株
主
の
た
め
の
収

而
し
て
こ
の
適
正
配
当
と
実
際
配
当
の
差
額
の
株
主
へ
の
分
配
形
式
で
あ
る
が
、
平
常
経
済
時
に
は
記
念
配
当
な
ど
の
方
法
が
と
ら
れ

る
と
し
て
、
今
、
成
長
経
済
期
に
は
そ
れ
は
株
主
へ
増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
を
与
え
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
ん
と
し
、
否
殆
ん
ど
と
ら
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株
式
利
回
り
革
命
説
批
判
（
今
西
）

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
即
ち
、
吾
々
の
配
当
力
価
値
銀
が
適
正
配
当
額
を
所
得
と
し
そ
の
資
本
化
に
よ
っ
て
出
し
た
価
値
の
大
い
さ
は
、

恰
も
増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
を
取
入
れ
た
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
上
例
の
会
社
株
式
の
場
合
、
書
き
直
す
と

造
燦
7
て
ル
＊
ト
散

11125P3 

SOP3 x
 
(
0
.
 1
2
+
0
.
0
8
)
 

0
.
0
8
 

こ
こ
で
念
の
た
め
要
言
し
て
置
こ
う
と
思
う
の
は
、
右
の
方
式
に
よ
る
増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
の
株
式
評
価
へ
の
取
入
れ
は
、
事
前
の

プ
レ
ミ
ヤ
ム
所
得
を
株
式
評
価
に
取
入
れ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
主
張
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
既
に
知
れ
る
如
く
、
吾
々
は
、

膜
々
、
事
前
の
プ
レ
ミ
ヤ
ム
所
得
を
株
式
評
価
に
取
入
れ
る
こ
と
は
差
控
え
る
べ
き
だ
と
、
強
調
し
て
来
た
。
併
し
こ
れ
は
事
前
の
所

得
と
し
て
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
は
正
確
に
測
り
得
な
い
か
ら
で
あ
り
、
増
資
確
定
前
の
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
は
絶
対
に
取
入
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
い

う
の
で
は
な
い
。
若
し
正
確
に
把
握
じ
得
る
な
ら
ば
こ
れ
を
株
式
評
価
に
取
入
れ
る
こ
と
は
別
に
差
支
え
な
く
、
否
、
積
極
的
に
取
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
処
で
、
今
、
右
の
吾
々
の
方
式
に
よ
っ
て
取
入
れ
る
増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
は
、
ほ
ん
と
う
に
株
主
が
獲

得
す
べ
き
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
の
全
部
で
あ
る
か
は
判
ら
な
い
が
、
知
ら
る
る
如
く
、
こ
れ
だ
け
は
期
待
出
来
る
と
い
う
最
少
限
確
実
な
範

囲
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
を
取
入
れ
る
こ
と
は
事
前
の
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
を
株
式
評
価
に
取
入
れ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
主
張
と

何
等
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
適
正
配
当
（
配
当
力
）
価
値
説
は
、
増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
を
生
む
所
謂
成
長
経
済
時

に
も
十
分
通
用
す
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
学
問
的
価
値
は
殆
ん
ど
動
か
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
配
当
力
価
値
観
は
成
長
経
済
時
に
も
そ
の
ま
ま
生
き
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
応
用
上
幾
分
厄
介
と
な
る
の
を
免
れ
な
い
の
も

事
実
で
あ
る
。
何
が
厄
介
と
な
る
か
と
云
え
ば
、
適
正
配
当
を
資
本
化
す
る
株
式
対
価
歩
合
の
算
出
の
仕
事
で
あ
る
。
私
と
し
て
は
既

(

1

)

 

に
別
の
所
で
詳
説
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
株
式
対
価
歩
合
は
凡
ゆ
る
株
式
を
通
じ
共
通
一
般
的
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
大
い
さ

は
、
公
社
債
対
価
歩
合
、
定
期
性
預
金
対
価
歩
合
（
利
子
率
）
よ
り
も
或
る
程
度
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
定
期
性
預
金
対
価
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回
り
、

つ
ま
り
増
資
直
後
で
次
の
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
が
余
り
織
込
ま
れ
て
い
な
い
会
社
株
式
、
増
資
が
殆
ん
ど
期
待
さ
れ
な
い
会
社
株
式

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
場
合
、

株
式
利
回
り
革
命
説
批
判
（
今
西
）

歩
合
と
の
差
は
理
論
的
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、

そ
の
国
そ
の
社
会
の
株
式
平
均
利
回
り
を
長
期
的
に
利
用
し
て
算
出
さ
れ
る
。

処
が
、
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
成
長
経
済
期
に
入
る
や
、
株
式
利
回
り
革
命
が
叫
ば
れ
、
株
式
平
均
利
回
り
は
公
社
債
対
価
歩
合
、
否
、

定
期
性
預
金
対
価
歩
合
よ
り
も
逆
鞘
の
事
態
を
招
来
す
る
に
至
っ
た
。
若
し
何
等
か
の
解
決
方
法
が
な
い
な
ら
ば
、
配
当
力
価
値
銀
は

こ
の
点
か
ら
ス
ト
ッ
プ
す
る
と
云
お
う
か
、
応
用
が
き
か
な
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。
然
ら
ば
今
や
正
常
な
株
式
資
本
化
歩
合
た
る
対
価

歩
合
は
把
握
し
得
な
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
吾
々
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
努
力
す
れ
ば
、
幾
分
厄
介
な
が
ら
も
、
把
握
の
困
難
は
克

服
出
来
な
い
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

注
田
拙
著
「
前
掲
書
」
五

0
ー
五
一
頁
、
九
ニ
ー
九
三
頁
。

先
ず
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
株
式
価
値
決
定
の
株
式
対
価
歩
合
は
そ
の
国
そ
の
時
の
株
式
平
均
利
回
り
と
は
本
来
別
な
も
の

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
定
期
性
預
金
対
価
歩
合
と
株
式
平
均
利
回
り
を
以
て
決
定
さ
れ
る
両
者
の
開
き
を
定
期
性
預
金
対
価
歩
合
に
加

え
る
と
云
え
ば
、
結
局
、
株
式
平
均
利
回
り
が
そ
の
対
価
歩
合
と
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
株
式
平
均
利
回
り
を
用
い
る
と
い
っ
て
も
そ

れ
は
そ
れ
を
素
材
と
す
る
に
止
ま
り
、
定
期
性
預
金
対
価
歩
合
（
利
子
率
）
に
加
え
る
差
額
、
開
き
は
飽
く
ま
で
正
常
な
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
改
め
て
云
う
ま
で
も
な
く
、
所
謂
成
長
経
済
期
に
は
株
価
は
利
益
配
当
以
外
の
対
価
、
所
得
を
期
待
し
、
従
っ

て
配
当
額
の
み
を
以
て
算
出
し
た
利
回
り
は
、
如
何
に
多
数
の
株
式
銘
柄
の
平
均
利
回
り
で
も
小
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
た
。

然
ら
ば
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
に
如
何
に
せ
ば
株
式
対
価
歩
合
が
把
握
出
来
る
か
で
あ
る
が
、
一
部
の
人
は
成
長
経
済
期
以
前
の
株
式

平
均
利
回
り
を
利
用
す
べ
し
と
い
う
。
併
し
定
期
性
預
金
対
価
歩
合
と
株
式
対
価
歩
合
の
開
き
は
、
同
一
国
で
も
時
代
、
時
期
に
よ
っ

て
多
少
推
移
、
変
化
し
、
そ
の
よ
う
な
過
去
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
用
い
る
べ
き
は
矢
張
り
成
長
経
済
期
の

一
般
の
株
式
平
均
利
回
り
（
勿
論
配
当
利
回
り
）
を
用
い
ず
、
或
る
範
囲
の
株
式
の
利

一
四
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株
式
利
回
り
革
命
説
批
判
（
今
西
）

な
ど
の
利
回
り
、
謂
わ
ば
配
当
本
位
の
株
式
の
利
回
り
の
み
を
集
め
て
平
均
を
作
り
、

一五

こ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

素
よ
り
こ
れ
ら
の
株
式
銘
柄
の
数
は
比
較
的
少
く
、
価
格
も
成
長
経
済
期
の
市
場
人
気
の
影
響
で
割
高
と
な
り
、
利
回
り
は
幾
分
低
過

ぎ
る
大
い
さ
と
な
る
の
で
、
そ
の
平
均
利
回
り
を
利
用
し
完
全
に
正
常
な
株
式
対
価
歩
合
の
把
握
は
難
か
し
い
か
も
知
れ
な
い
。
併
し

成
長
経
済
期
以
前
の
定
期
性
預
金
対
価
歩
合
と
株
式
対
価
歩
合
の
開
き
を
勘
案
す
る
な
ど
の
調
整
を
施
す
な
ら
ば
、
次
第
に
正
常
に
近

右
の
株
式
一
般
対
価
歩
合
獲
得
の
説
明
に
よ
り
、
吾
々
の
株
式
配
当
価
値
論
は
株
式
利
回
り
が
革
命
し
た
と
云
わ
れ
る
我
が
成
長
経

済
期
に
も
通
用
す
る
こ
と
が
愈
々
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
処
で
、
株
式
利
回
り
革
命
状
態
と
株
式
価
値
の
問
題
と
し
て
最
後
に
取

上
げ
て
置
き
度
い
の
は
、
株
式
利
回
り
が
革
命
し
た
と
い
う
情
勢
は
株
式
価
値
観
の
立
場
か
ら
み
て
ど
う
映
じ
、
ど
う
批
判
さ
れ
る
か

で
あ
る
。
前
に
な
し
た
、
利
回
り
革
命
説
の
批
判
は
、
利
回
り
理
論
そ
の
も
の
の
立
場
か
ら
の
批
判
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
れ
は
価

値
の
立
場
か
ら
の
批
判
で
あ
る
。

凡
そ
我
が
国
に
於
て
株
式
利
回
り
が
革
命
し
た
と
い
う
状
態
は
ど
う
し
て
齋
さ
れ
た
か
。
こ
れ
に
対
す
る
説
明
は
、
今
日
、
大
方
一

致
す
る
に
至
っ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
、
昭
和
三
十
年
頃
か
ら
の
日
本
経
済
の
成
長
歩
調
、
特
に
池
田
内
閣
の
所
謂
高
度
成
長
政
策
に

よ
る
人
為
的
な
国
民
経
済
拡
大
化
を
背
景
、
基
盤
と
し
、
各
企
業
が
収
益
増
に
恵
ま
れ
る
と
共
に
設
備
拡
張
を
続
け
た
か
ら
で
あ
る
。

注
意
す
べ
き
は
、
収
益
増
よ
り
も
設
備
拡
張
が
よ
り
大
き
い
動
力
と
な
っ
て
働
い
た
こ
と
で
あ
る
。
尤
も
、
経
済
界
や
企
業
界
が
そ
の

よ
う
な
情
勢
で
あ
っ
て
も
、
株
式
界
、
特
に
増
資
方
法
が
堅
実
で
あ
れ
ば
株
価
の
無
闇
な
高
値
は
招
来
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
我

が
国
の
投
資
家
は
一
般
に
欲
張
り
で
あ
る
と
共
に
無
知
で
あ
り
、
会
社
側
の
こ
れ
に
迎
合
し
た
増
資
方
法
（
株
主
額
面
割
当
て
増
資
、

再
評
価
積
立
金
を
抱
合
わ
し
て
の
増
資
な
ど
）
に
よ
り
、
徒
ら
に
高
株
価
が
現
出
し
た
の
で
あ
る
。
一
体
、
増
資
と
い
う
手
続
、
手
段

だ
け
で
株
式
の
価
値
が
実
質
的
に
増
加
し
、
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
が
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
会
社
企
業
に
於
け
る
増
資
の
意
義
、
作
用

い
も
の
を
決
定
し
得
る
筈
で
あ
る
。
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は
人
の
家
庭
に
於
け
る
お
産
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
赤
ん
坊
が
生
ま
れ
、
子
供
が
増
え
る
こ
と
だ
け
で
そ
の
家
庭
は
経
済
的
に
恵
ま

れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
赤
ん
坊
の
誕
生
に
何
れ
の
家
庭
も
そ
れ
だ
け
経
済
的
負
担
を
増
す
筈
で
あ
る
。
た
だ
現
に
裕
福
な
家
庭
の
み

が
そ
の
負
担
を
克
服
す
る
こ
と
が
出
来
、
素
質
の
よ
い
子
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
伸
ば
し
得
る
可
能
性
が
あ
る
に
止
ま
る
。
普
通
の
家
庭
、

特
に
貧
し
い
家
庭
で
は
養
育
の
た
め
に
家
計
は
苦
し
く
な
り
、
若
し
生
ま
れ
た
子
が
不
具
や
精
薄
児
で
あ
れ
ば
や
が
て
一
家
の
破
滅
を

来
た
す
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。
私
は
先
に
、
適
正
配
当
以
下
の
実
際
配
当
を
し
て
い
る
会
社
が
株
主
割
当
て
方
法
で
増
資
し
た
と
き
、

そ
の
株
式
に
間
違
い
な
く
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
証
明
し
た
が
、
増
資
に
よ
っ
て
会
社
株
式
に
確
か
に
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
が

生
ま
れ
る
の
は
こ
の
場
合
に
限
る
。
適
正
配
当
以
上
の
実
際
配
当
を
し
て
い
る
よ
う
な
会
社
は
素
よ
り
、
適
正
配
当
相
当
の
実
際
配
当

を
し
て
い
る
会
社
は
株
主
割
当
て
増
資
を
し
て
も
、
株
式
の
価
値
は
本
来
増
大
す
る
も
の
で
な
い
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
価
値
が
増
加
す

る
と
み
る
の
は
増
資
拡
張
が
現
実
に
収
益
に
貢
献
す
る
や
否
や
を
無
視
し
、
勝
手
な
収
益
を
画
い
て
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
を
作
り
上
げ
る
に

お
い
て
で
あ
る
が
、
勿
論
こ
れ
は
上
の
真
理
に
背
き
、
そ
の
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
は
全
く
空
な
も
の
で
あ
る
。
投
資
家
の
中
に
は
、
或
は
斯

か
る
増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
が
真
実
に
株
式
価
値
増
加
に
貢
献
す
る
や
否
や
は
兎
も
角
、
株
式
価
格
の
上
に
現
さ
れ
現
実
に
得
ら
れ
る
以

上
、
空
な
も
の
で
は
な
い
と
主
張
す
る
者
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
真
に
根
拠
に
基
づ
い
た
も
の
で
な
く
、
謂
わ
ば
泡
が
固

ま
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
以
上
、
何
等
か
の
事
情
で
反
省
が
起
れ
ば
忽
ち
消
え
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
の
だ
。

何
れ
に
し
て
も
、
世
人
を
し
て
株
式
利
回
り
が
革
命
し
た
と
呼
ば
し
め
る
に
至
っ
た
高
株
価
状
態
は
、
吾
々
の
株
式
価
値
観
（
配
当
カ

価
値
観
）
の
立
場
か
ら
は
、
価
値
無
視
の
価
格
が
横
行
し
て
い
る
状
態
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

先
に
も
一
言
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
株
式
の
価
格
は
本
来
価
値
を
中
核
と
し
て
構
成
さ
れ
、
価
値
に
近
い
ほ
ど
適
正
な
の
で
あ
る
。

勿
論
、
株
式
価
値
は
変
動
す
る
も
の
で
あ
り
、
価
値
通
り
の
価
格
と
い
っ
て
も
変
動
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
に
そ
の
変
動
に
乗
じ
て

利
得
せ
ん
と
す
る
投
機
が
成
立
せ
ん
と
す
る
。
併
し
、
今
、
価
値
を
無
視
し
た
価
値
以
上
の
価
格
が
成
立
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
亦
、

株
式
利
回
り
革
命
説
批
判
（
今
酉
）

一
六
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株
式
利
回
り
革
命
説
批
判
（
今
酉
）

多
く
の
人
々
が
投
機
的
と
な
っ
て
い
る
と
云
っ
て
よ
い
。
蓋
し
、
既
に
知
れ
る
如
く
、
価
値
は
確
実
な
所
得
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
価
格
が
価
値
以
上
と
な
る
の
は
株
式
構
成
に
参
加
し
て
い
る
人
々
が
確
実
な
所
得
以
外
に
不
確
実
な
も
の
を
期
待
し
て
い
る
か
ら

に
外
な
ら
ぬ
。
利
回
り
が
革
命
し
た
と
云
わ
れ
る
価
値
無
視
の
状
態
を
齋
し
た
勝
手
な
増
資
プ
レ
ミ
ヤ
ム
益
は
所
得
と
し
て
全
く
不
確

実
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
先
に
論
証
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
株
式
利
回
り
革
命
状
態
は
他
の
云
い
方
を
す
れ
ば
株
式

売
買
を
す
る
人
々
の
多
く
が
投
機
的
と
な
っ
た
こ
と
、
或
は
株
式
を
投
機
的
に
扱
う
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

周
知
の
如
く
、
昭
和
三
十
六
年
秋
、
天
井
知
ら
ず
で
あ
っ
た
我
が
株
価
も
急
転
落
調
に
向
い
、
多
く
の
投
資
家
が
大
き
い
痛
手
を
受

け
た
こ
と
に
よ
り
、
又
昭
和
三
十
九
年
、
四
十
年
に
入
り
池
田
高
度
成
長
政
策
の
所
謂
歪
是
正
の
一
環
と
し
て
会
社
増
資
の
規
制
が
行

な
わ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
投
資
家
、
な
か
ん
ず
く
大
衆
投
資
家
の
増
資
に
対
す
る
甘
い
考
え
方
は
大
分
に
薄
ら
い
だ
こ
と
は

否
め
な
い
。
併
し
三
十
六
年
暴
落
後
の
株
価
を
吾
々
の
配
当
力
価
値
観
か
ら
み
れ
ば
、
依
然
と
し
て
、
殆
ん
ど
価
値
を
越
え
て
お
り
、

た
だ
、
銘
柄
に
よ
り
又
時
期
に
よ
り
そ
の
程
度
に
多
少
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
（
各
個
の
銘
柄
に
つ
き
、
各
時
点
に
つ
き
価
値
と
価
格
の

比
較
を
な
す
こ
と
は
、
デ
ー
ク
が
得
難
い
の
と
作
業
が
大
変
で
あ
る
の
で
、

こ
こ
に
掲
げ
な
い
が
）
。

ー
こ
れ
ぞ
近
年
に
於
け
る
我
が
株
式
界
の
特
徴
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

一七

こ
の
原
因
と
し
て
、
大
衆
投
資

家
の
中
に
、
価
格
変
動
を
目
ざ
す
者
が
多
く
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
所
謂
株
式
利
回
り
革
命
状
態
が
ひ
ど
か
っ
た
頃
の
株
式

価
値
無
視
の
風
潮
が
彼
等
の
頭
に
染
み
込
ん
で
い
る
こ
と
も
、
否
定
出
来
な
い
と
思
う
の
だ
。
何
れ
に
し
て
も
、
株
式
の
投
機
物
件
化

（
昭
和
四
十
一
年
二
月
稿
）




